
鹿島区の地域ビジョン（鹿島区地域協議会）                                                                

 
～にぎわいと安心のかしま～ 

人と人とがつながり、活気あふれる万葉の里 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

活力あふれるコミュニティのまち 
（地域再生） 

地域資源を活かす産業と交流のまち 
（経済・産業） 

健やかに安心して暮らせるまち 
（保健･医療･高齢者･障害者福祉･子育て） 

地域に学び育つまち 
（教育・文化・スポーツ） 

安全で災害に強いまち 
（復興） 

市民の帰還に向けた住環境の整備と、市外から鹿島

区への移住・定住の促進を図るとともに、地域の伝

統・風土などを生かし、地域の絆をより深め、活力

あるまちを作ります。 

①定住人口の確保 

１)移住希望者のための住宅地の確保 
 ２)高齢者に配慮した公営住宅建設 
 
②コミュニティの再生 

１)災害公営住宅、集団防災移転等に係る行政区、 
隣組の再編 

２)各地区に地域コミュニティセンターを設置 
  （防災・避難の拠点及び児童の放課後対策に 

も活用） 
 
③にぎわいづくり 

１)鹿島区の歴史や食文化など地区の特色を生か 
した事業の推進 

２)昔からある行事（敬老会等）の復活、地区 
住民の交流を促すイベントの実施 

 ３)街なかへ行き来する交通体系の整備  
(デマンドタクシー等) 

 ４)世代間交流の場を設け交流事業の展開 
 ５)日常的に高齢者が集まれる居場所づくり 
 ６)ペットと人が共生できる快適な環境づくりの 

推進  
 
④土地利用計画の策定 

 １)鹿島区全体の土地利用の方向性の策定 
  （農振区域や都市計画区域の見直しを含む） 
 ２)仮設住宅用地の跡地利用 

・鹿島分署、防災備蓄倉庫、パークゴルフ場、 
市民農園など 

 ３)市営大谷地住宅の跡地利用 

①教育環境の充実 

  １)教育施設の充実 

 ２)県立相馬養護学校の誘致推進 

  

②芸術、文化、スポーツ活動の環境整備 

 １)歴史民俗資料館の再建 

 ２)映画鑑賞の機会の充実等、主婦や中年にも 

魅力ある文化事業の展開 

 ３)スポーツを通して幅広く人が交流できる 

体育施設等の整備 

（野球場周辺の効果的な利活用） 

 ４)地域の伝統文化を残す教育の推進 

 ５)区内マラソン大会の実施 

 

③真野小跡地の活用 

 １)真野小学校の西側校舎と体育館の活用 

 ２)真野小のグラウンドを整備し、多目的な 

グラウンドとして利用 

 

④子どもの体力向上と肥満対策 

１)子どもの遊び場施設の設置 
 

【短期】 

●世代間交流の場を設け交流事業を展開 

●定住人口確保のために、鹿島区に移住相談窓口を 

設ける 

●行政区、隣組の再編 

●仮設住宅用地の跡地利用 

【中長期】 

●街なかへ行き来する交通体系の整備  

(デマンドタクシー等) 

●鹿島区全体の土地利用の方向性の策定 

●仮設住宅用地の跡地利用 
 

【短期】 

●集客イベント（春まつり、夏まつりの再興） 

●一本松を活かした商品と観光コースの開発 

●サービスエリアを活かした地域の振興 

【中長期】 

●鹿島駅周辺と商店街の活性化 

子どもから高齢者まで、すべての市民が生涯にわた

って健康で安心して暮らすことができるまちづく

りを進めます。また、若い世代も安心して子どもを

育てることができる環境づくりに取り組みます。 

①農林水産業への支援 

 １)農業の再生と漁業の再開 

 ２)６次産業化への取組み 

 ３)風評被害対策 

 ４)真野川の水産資源（鮭、カニ、鮎）を生か 

した地域の振興 

 

②街なか活性化  

 １)鹿島駅周辺と商店街の活性化 

 ２)商店街の後継者育成 

 ３)世代間の交流ができる場所づくり 

  

③新たな産業創出 

１)再生可能エネルギーを活用した先進的な 

まちづくり 

 ２)工業団地造成、企業誘致及び雇用確保の推進 

 ３)サービスエリアを活かした地域の振興 

  

④雇用創出・確保 

 １)区役所での雇用相談の実施 

 

⑤観光の振興 

１)恐竜の足跡や化石等の地域資源を活用した 

観光事業の展開 

 ２)観光ボランティアの育成 

 ３)地元の食材・加工品を活用した特産品の 

開発・ＰＲ 

 ４)サーフスポットのＰＲ強化 

  ５)相馬野馬追の後継者育成 

 ６)一本松を活かした商品と観光コースの開発 

地域の産業の再生と地域資源を生かした新たな産

業の創出により、雇用を確保し、経済を復興すると

ともに、観光の振興を図り交流人口の拡大を目指し

ます。 

①住民の健康管理支援 

 １)健康診断、内部被ばく検査、甲状腺検査の 

継続実施 

 ２)高齢者世帯の社会参加を促すことによる 

介護予防 

３)全区民に健康手帳を配布し、特に子どもたち 

や若い人たちの将来の健康管理を支援 

 ４)定期的な放射性物質にかかる研修・勉強会の

開催 

  

②医療機関、老人介護施設の充実 

 １)医師、看護師の早急な確保 

 ２)原発事故に伴う医療費の無料化 

 ３)高齢者の集団生活施設（特老、ケア付き老人

用マンション、シェアハウス等）の建築と在宅

医療制度の拡充、促進 

４)独居くらし、寝たきり、高齢者家庭に緊急通報

用の電話機の設置（安否確認） 

 ５)老人福祉施設・介護施設の増設 

 ６)鹿島厚生病院の診療科増設による総合病院化 

 

③子育て関連施設の充実 

 １)屋内外の遊び場・プールなどの子育て支援施

設の確保 

 ２)幼稚園、保育園の施設の充実 

 ３)鹿島区内の小学校単位に児童館を設置 

 

④子ども・子育て支援 

 １)地域とＰＴＡ、学校が一体となった土曜教室 

を開催 

 ２)国と別枠で子ども手当実施 

【短期】 

●鹿島区内の小学校単位に児童館を設置 

【中長期】 

●鹿島厚生病院の診療科増設による総合病院化 

次世代を担う子どもたちが、学習活動やスポーツに

親しむことのできるまちづくりを進めるとともに、

市民が心豊かな生活を送るための環境を整備し、学

びのまちづくりを目指します。 

【短期】 

●子どもの遊び場施設の設置 

●地域の伝統文化を残す教育の推進 

●スポーツを通して幅広く人が交流できる体育施設等

の整備 

【中長期】 

●スポーツを通して幅広く人が交流できる体育施設等

の整備 

放射性物質のモニタリングの正確な情報開示と除

染により、安心のまちづくりを進めます。また、今

回の震災を教訓としてハード・ソフト両面にわたる

災害対策の充実を図ります。 

①放射性物質による汚染への対応 

 １)環境放射線量測定を実施し、定期的に情報を

広報 

 ２)仮置き場の確保 

 ３)早急な除染（生活圏、農地、ため池、防火水

槽、川、山） 

 ４)真野ダムの安全性の確保 

 ５)食の安全のために、食品検査の態勢を強化 

 

②災害に強いまちの創造 

１)大災害時の避難先の確保 

 ２)交通インフラの整備 

 ３)避難道路の整備 

 ４)非常用備蓄倉庫の設置 

 ５)鹿島分署の改築 

 ６)震災を記憶する公園の設置 

 ７)一本松を活かした復興のシンボルづくり 

 ８)消防団の充実 

   

③インフラの整備 

 １)下水道整備 

 ２)河川改修 

 ３)西部集落排水処理場の処理区域の拡大と増設 

 

④復興計画の早期・着実な推進 

 １)復興計画を早急に示し、進捗状況を定期的に

開示 

 

⑤賠償・補償の支援 

 １)賠償の差別問題の解消 

２)風評被害の早期解決のため原発事故の確実な 

事故処理を要求していく 

【短期】 

●防波堤の整備 

●大災害時の避難先の確保 

●放射性物質による汚染への対応 

【中長期】 

●岩妻茂手線を避難道路として整備 

●鹿島分署の改築と非常用備蓄倉庫の設置 

重点プロジェクト 重点プロジェクト 重点プロジェクト 
重点プロジェクト 

重点プロジェクト 

平成 26年 2月策定 
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